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◎書 評一

瀬川昌久編

近現代中国における
民族認識の人類学
昭和堂/2012年1月/296頁/4725円

河合洋尚

　
本
書
は
、
二
〇
〇
五
～
二
〇
〇
九
年
度
東
北

大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
の
共
同
研

究

「中
国
の
民
族
理
論
と
そ
の
政
策
的
実
践
の

文
化
人
類
学
的
検
証
-

中
華
民
族
多
元
一
体

構
造
論
を
中
心
に
」、
な
ら
び
に
二
〇
〇
七
～

二
〇
〇
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

(基
盤
研

究
⑬
)
「中
国
の
民
族
理
論
と
民
族
間
関
係
の

動
態
-

文
化
人
類
学
的
視
点
か
ら
の
検
証
」

(
い
ず
れ
も
代
表
者

・
瀬
川
昌
久
)
に
よ
る
研

究
成
果
で
あ
る
。
総
じ
て
、
文
化
人
類
学
の
立

場
か
ら
中
華
民
族
多
元

一
体
構
造
論

(以
下
、

多
元

一
体
論
と
略
称
す
る
)
の
学
術
的
意
義
を

再
評
価
し
、
近
現
代
中
国
を
対
象
と
す
る
民
族

誌
的
研
究
に
新
た
な
視
野
を
提
示
し
た
論
文
集

と
な
っ
て
い
る
。

　
多
元

一
体
論
は
、
中
国
人
類
学
界
の
泰
斗
と

し
て
知
ら
れ
る
費
孝
通
が
、

一
九
八
八
年
に
提

唱
し
た
概
念
で
あ
り
、
中
国
の
民
族
問
題
を
扱

う
多
く
の
研
究
領
域
に
影
響
を
与
え
て
き
た
理

論
で
あ
る
。
そ
の
理
論
の
核
心
は
、
中
国
と
い

う
国
家
領
域
内
部
に
存
在
す
る
多
数
の
エ
ス
ニ

シ
テ
ィ
集
団
が
、
国
家
の
制
定
す
る
五
六
の
民

族
に
帰
属
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
五
六
の
民
族
が

中
華
民
族
と
い
う
上
位
の
民
族
に
帰
属
す
る
と
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い
う

も

の

で
あ

る
。

費
孝
通

は
、
中

国

の
諸
民

族

(漢

族

と
少

数
民

族
)

は
、

数
千
年

の
時

を

超

え

て
融

合

・
分

化

を

お

こ
な

っ
て
き

た

た

め
、

互

い
に
不

可
分

な
民

族
実

体

(
11
中

華

民

族

)

が

中

国

で
形

成

さ

れ

て
き

た

と
主

張

し

た
。

こ
う

し

た
民
族

間
関

係

に

つ
い
て
、

費
孝

通

は

「
我
中

有

伽

、
伽

中

有

我

」

(
我

の
中

に

君
あ

り
、

君

の
中

に
我

あ
り
)

と
表

現

し

て
お

り
、

中
国

の
民

族

が
多
様

で
あ
り

な
が

ら
も
、

国
家

内

で

一
体

構
造

を

つ
く

り
あ
げ

て
き
た
様

相

と
実
態

に

つ
い
て
論

じ
た
。

　

し
か

し
、
多

元

一
体
論

は
、

中

国
と

い
う

政

治
空

間

と
中
華

民
族

と

を

一
致

さ

せ

て

い
る
が

た

め
に
、

し
ぼ

し
ば

政
治

的

な
概
念

で
あ

る
と

批
判

さ

れ

て
き
た
。

特

に
、

国
境

を
跨

ぐ
少
数

民
族

を
考

え

る
と
、

な
ぜ

同

一
民
族

で
あ
り

な

が

ら
、
中

国

の
領
域

内

に

い
る
民
族

だ

け
が
中

華
民

族

と
し

て
別
個

に
区
別

さ
れ

て

い
る

の
か

と

い
う
問

題

が
浮

上
す

る
。

ま
た

、
中
華

民

族

と
呼

べ
る

ほ
ど

の

一
体
感

を
中

国

の
各

民
族

が

有

し

て

い
る

の
か

と

い
う
問
題

も
、

し
ば

し
ば

指
摘

さ

れ

て
き
た
。

特

に
近
年

で
は
、
中

国

政

府

が
多
元

一
体

論

を
支
持

し
、

民
族

政
策

の

一

環

に
組

み
入

れ

て

い
る
た

め
、
そ

れ

は
、
政

策

迎
合

的

な
多

民
族

(文

化
)

主
義

思
想

と

し

て

解
釈

さ
れ

る

こ
と
も
少

な

く
な

い
。

　

こ
う

し
た
多

元

一
体

論

と
国
家

ナ

シ

ョ
ナ

リ

ズ

ム

の
結
合

に

つ
い
て
は
、

本
書

で
も
折

に
触

れ

て
論

じ
ら

れ

て

い
る
。

し
か

し
、
本

書

は
他

方

で
、

多

元

一
体

論

を
政

策

的

ア
プ

リ

ケ

ー

シ

ョ
ン
と

し

て
の

み
捉

え

る

こ
と

に
は
否
定

的

で
あ
り

、

む
し

ろ
多
元

一
体

論

に
込

め
ら

れ

て

い
る
学

術
的

価
値

に
着

目

し
、

そ

れ
を
再

考
す

る

こ
と

で
、

中

国
民
族

研
究

の
進
展

を
図

る

こ

と
を

目
的

と
し

て

い
る
。
編

者

で
あ

る
瀬

川
昌

久

は
、

第

一
章

で
、

現

代

人

類

学

の
視

点

か

ら
、
多

元

一
体
論

の
学

術
的

価

値

を
再

評

価

し

て

い
る
。

そ

の
う
ち
主

要

な
議
論

は
、
以

下

の

三

つ
に
要
約

で
き

る
。

　

ω

　
費
孝

通

が
国
家

領
域

と

中
華

民
族

と

を

　
　

一
致

さ
せ

て

い
る

の
は
、

あ
く

ま

で
便
宜

　
　

的

な
措

置

で
あ

る
。
費

孝

通

が
強
調

し

て

　
　

い
る

の
は
、
中

国
国
内

の
民
族

が
多

層
的

　
　

な
構

造

を

な

し

て

い

る

と

い
う

点

で
あ

　
　

り
、

こ

の
見

解

は
、
氏

が

ヤ

オ
族

や

イ
族

　
　

な
ど

で
お

こ
な

っ
た
自

身

の
民

族
調

査

に

　
　

由

来

す

る
。

　

②

　
費
孝

通

は
、
漢

族

と
少

数

民
族

が
長
年

　
　
の
月
日
を
経
て
融
合

・
分
化
を
繰
り
返
し

　
　
て
き
た
と
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
の
議
論

　
　
の
な
か
に
は
、
民
族
を
固
定
的
に
捉
え

　
　
ず
、
民
族
が
時
代
ご
と
の
諸
条
件
に
よ
り

　
　
生
成

・
更
新
さ
れ
る
側
面
を
捉
え
て
い

　
　
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク

・
バ
ル

　
　
ト
が
エ
ス
ニ
ッ
ク

・
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
論
で

　
　
論
じ
た
民
族
境
界
の
可
変
性
と
状
況
依
存

　
　
性
の
議
論
が
、
多
元

一
体
論
に
も
形
を
変

　
　
え
て
現
れ
て
い
る
。

　
③
　
費
孝
通
は
、
比
較
的
長
期
の
分
離

・
融

　
　
合
を
通
し
て
形
成
さ
れ
た
自
然
発
生
的
な

　
　
民
族
集
団

(自
在
的
民
族
実
体
)
と
、
西

　
　
洋
と
の
接
触
に
よ
り
自
民
族
と
し
て
の
ア

　
　
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
獲
得
し
た
意
識
的
な

　
　
集
団

(自
覚
的
民
族
実
体
)
と
を
区
分
し

　
　
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
民
族
実
体
の
区
別

-

は
、
民
族
の

「客
観
的
」
分
類
や
主
観
的

　
　
意
識
を
問
う
近
年
の
理
論
的
動
向
と
つ
な

　
　
が
る
可
能
性
を
も
つ
。

　
そ
の
う
ち
、
㈹
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
ス
テ

フ
ァ
ン

・
バ
レ
ル
に
よ
る
イ
族
の
研
究
が
参
考

に
な
る
。
バ
レ
ル
は
、
言
語
も
習
俗
も
異
な
る

複
数

の
集
団
が
、
西
洋
の
宣
教
師
ら
に
よ
る
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「客

観

的

」

な
学

術
表

象

に
よ

り

一
括

り

に

さ

れ
、

そ

れ
を

べ
ー

ス
に
イ
族

と

い
う
自

己
意
識

を

も

っ
た
民
族

実
体

が
形

成

さ
れ

て
い
く
過
程

を
論

じ
た

こ
と

が
あ

る

[=
養

亀

日
O
O
呂

。

こ

の
議

論

は
、
角

度

を
変

え

て
み

れ
ば
、

自
在

的

民

族
実
体

か
ら
自
覚

的

民
族

実
体

へ
と
転
換

し

て

い
く

過
程

を
論

じ

た
も

の
と

も
言

え

る
だ

ろ

う
。

た

だ
し

、
瀬

川

は
、
多

元

一
体

論

が
民

族

意
識

の
問
題

に
深

く
触

れ

て

い
な
か

っ
た

こ
と

も

同
時

に
指

摘

し

て
お
り
、

む

し

ろ
、

民
族

意

識

の
問
題

を
本
書

の
考

察

に
加

え

る

こ
と

で
、

同

理
論

の
不

足

を
補

っ
て

い
る
感

が

あ

る
。

　

瀬
川

が
第

一
章

で
論

理
的

に
示
し

た
多

元

一

体

論

の
学
術

的
価

値
、

特

に
②

「民
族

境

界

の

可

変

性

・
状

況

依
存

性

」
、

お

よ
び

㈲

「自

覚

的

民
族

実
体

の
創

出
」

の
二
点

は
、
本

書

の
主

要

な
枠

組

み

に
な

っ
て
お

り
、
続

く
第

二
章

か

ら
第
九

章

に
か

け

て
具
体
例

を

も

っ
て
示

さ

れ

て

い
る
。

　

ま

ず
、

費

孝

通

が

「
我

中

有

伽

、

祢

中

有

我
」

と
も
称

し
た
民
族

境

界

の
可
変
性

に

つ
い

て

は
、
曽
士

才

(第

二
章

)
や

塚

田
誠

之

(第

三
章

)
ら

に

よ
り
論

じ
ら

れ

て

い
る
。
彼

ら

の

研

究

は
、

い
ず

れ
も

漢
族

と
少

数
民

族

の
間

の

相

互
関

係

に

つ
い
て
述

べ
た
も

の
で
あ

る
。

　

ま
ず

、
曽

論
文

が

対
象

と
す

る

の
は
、

貴
州

省

の
欝

東
南

苗
族

個

族
自

治
州

に

お
け

る
、
少

数

民
族

の
宗

祠
再

建

活
動

で
あ

る
。

曽

は
調
査

を
通

し

て
、
明

代
以

降

に
移
住

し

て
き

た
漢
族

の
子
孫

が

、
移

住
先

で
あ

る
貴

州
省

の

フ

ロ
ン

テ

ィ

ア
で
ミ

ャ
オ
族

や

ト

ン
族

を
名

乗

っ
て

い

る

こ
と
を

発
見

し
た

。
他

方

で
、
曽

は
、

移
住

先

の
貴

州

省

で
少
数

民
族

と

な

っ
た
子
孫

た

ち

が
宗

祠
を

建
設

し
、

漢
字

で
書

い
た
位
牌

を
安

置

し

て

い
る

が
、

こ
れ

は
漢
族

と

し

て

の
身

分

を
示

す
指

標

で

は
な
く
、

中
華

民
族

と

し

て

の

ス
テ
ー

タ

ス
を
強
調

し

た
も

の
で
あ

る
と
指
摘

し

て

い
る
。

　

非

漢

族

地

域

に
移

住

し

た
漢

族

に

つ

い

て

は
、

塚

田
論
文

も
、

広

西
チ

ワ
ン
族

自

治
区

の

薦
園

人
を

事
例

に
述

べ
て

い
る
。

塚
田

に

よ
る

と
、

簾
園

人

は
、
秦

・
漢

代

以
来

、
北

方

か
ら

移
住

し

た
平
話

人

の
下

位
集

団

で
あ
り

、
漢

族

に
属

す

る
。

し

か

し
、

薦

園

人

に

は
、

「十

兄

弟
」

や

「十
姉

妹

」
と

い
う

若
者

問

の
相
互

扶

助
組

織

な
ど
、

他

の
漢
族

と

は
異

な

る
習
俗

が

見

ら
れ

る
。

塚

田
は
、

こ
の
習
俗

が
近

隣

の
客

家

村

に
は
な

く
、

チ

ワ
ン
族

の

「ホ

ー
ジ

ー
」

習
俗

と
重

な

る

こ
と
か

ら
、
薦

園

人

へ
の
チ

ワ

ン
族

文
化

の
影

響

に

つ
い
て
論

じ

て
い
る
。

　
曽

論
文

や

塚
田
論

文

が
論

じ

て

い
る
漢
族
/

少
数

民
族

間

の
振
幅

に

つ
い

て
は
、
第

七
章

の

瀬

川
論
文

な

ど
、

他

の

い
く

つ
か

の
論

文

で
も

随

所

に
み
ら

れ

る
。

た
だ

し
、
本

書

の
よ

り
多

く

の
論

文

は
、
自

覚
的

民
族

実
体

と

し

て

の
中

華

民
族

の
創
出

に
ま

つ
わ

る
事
例

に

つ
い
て
考

察

を
進

め

て

い
る
よ

う
に
見

え

る
。

　

そ

の
う
ち

、
上

野
稔

弘

(第
九

章
)

は
、

費

孝

通

の
多
元

一
体

論

へ
と

つ
な

が

る
前

景

、

お

よ
び
後

の
学

術
的

・
政

策
的

影
響

に

つ
い
て
述

べ

て

い
る
。

前
者

に

つ
い
て

は
、
中
華

民

族
凝

縮

論

な
ど
多

元

一
体
論

の
拡

大
解

釈

を
論

じ

て

い
る
他

、
後

者

に

つ
い
て
は
、
冒

頭

で
も
論

じ

た
民
族

政
策

へ
の
迎
合

を
描

き
出

し

て
い
る
。

　

続

い
て
、

長
谷

川
清

(第

六
章

)

と
菊
池

秀

明

(
第

八
章

)

は
、

民

国

期

以
前

の
民

族

ナ

シ

ョ
ナ

リ

ズ

ム

に
着

目

し
、

具

体

例

で
も

っ

て
、
中

華

民
族

を
創

出

し
よ
う

と
す

る
当

時

の

「萌
芽

的
」

過
程

を
示

し

て

い
る
。

　

ま
ず

、

長
谷

川
論
文

は
、

雲
南

省
徳

宏

州

に

お

け
る
学
校

教
育

に
焦
点

を
当

て
て
お
り

、

タ

イ
族

に

「
漢
化

」
教
育

を

施
す

こ
と

で
、

自
覚
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的

な
中
華

民
族

を
創

り

あ
げ

て

い
く
過
程

を
考

察

し

て

い
る
。

長
谷

川

に
よ

る
と
、

近

現
代
中

国

の
辺
境

少
数

民
族

地
域

で
は
、
学

校
教

育

を

通

し

て
漢

族

と
共
通

す

る
イ

デ

ィ
オ

ム
を
教

え

る

こ
と

で
、
周

辺

の
諸
民

族

を
中
華

民
族

に
統

合
す

る
試

み

が
な

さ
れ

て
き

た
。

た
だ

し
、
民

国
期

の
教

育
制

度

が
同
化

を
前

提

と
し

て

い
た

た

め
、
徳

宏
州

の
タ
イ
族

地
区

で
は
多

く

の
問

題

が
噴

出

し

て

い
た

こ
と
を
、

長
谷

川

は
指
摘

し

て

い
る
。

　

次

に
、

菊
池

が
対

象

と
し

て

い
る

の
は
、
漢

族

の
下
位

集
団

に
属

す

る
客
家

で
あ

る
。

太
平

天
国

の
乱

の

「主
役

」

で
あ

っ
た
客

家

は
、

一

九
世

紀
当

時
、

自
分

た

ち

こ
そ
が
中

華
文

明

の

後
継

者

で
あ

る
と
考

え

る
中
華

ナ

シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム

を
展
開

し

た
。

だ
が
、

太
平

天

国

は
、
他
方

で
キ
リ

ス
ト
教

の
信

仰

の
有
無

を
基

準

に
華
夷

を
判

断

し

て
お
り
、

ま

た
、

モ

ン
ゴ

ル
族

を
夷

と
す

る

「小
中

華
」

ナ

シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
も
併

せ

持

っ
て
い
た
。

そ

れ
ゆ
え

、
客

家

の
ナ

シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム
は
両
者

の
問

で
揺

れ
動

き
、

長

谷
川
論

文

の
事
例

に
も
示

さ
れ

て

い
る

よ
う

に
、
民
族

実
体

と

し

て
の
中
華

民
族

と

し

て

の
自
覚

は
、

ま

だ

「萌

芽
的

」

な
段
階

に
留

ま

っ
て

い
た
。

　

客
家

の
事

例

は
、
第

七
章

の
瀬
川

論
文

で
も

描

写

さ
れ

て

い
る
。
瀬

川

は
、

民
国

中
期

か

ら

百

年
近

く

の
歴
史

に

つ
い

て
考
察

を

な

し
、
民

国

期

の
客
家

エ
リ
ー

ト
が
、

客
家

の
中

の
多

様

性

を
無

視

し

て
、

ひ
た
す

ら
中
華

文

明

の
中
心

と

し

て

の
自

己
像

を
描

い
て
き

た

こ
と
を

、
ま

ず

指
摘

し

て

い
る
。

し

か
し
、

一
九

八
〇

年
代

以
降
、

客
家

の

一
部

が

シ

ョ
オ

族
と

し

て

の
身

分

を
主

張

し
、

ま
た

、
客
家

地

域
内

部

の
各

地

方

文
化

の
主

張

と
相
倹

っ
て
、
客

家
内

部

の
多

様

性

が
重

視

さ

れ

る
よ

う

に

な

っ
た
。

瀬

川

は
、

こ
れ

ら

の
事

例

を
通

し

て
、
客

家

の
内

部

に
お

け
る
多

元

一
体
構

造

も
示

し

て

い
る
。

　

現
代

中

国

に
お
け

る
中
華

民

族

の
創
出

や
帰

属

に

つ
い
て

は
、

西

澤
治
彦

(第

四
章
)

と
松

岡

正
子

(第

五
章

)

で
も
論

じ

ら
れ

て
い

る
。

ま
ず

、

西
澤

論
文

は
、
回
族

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の

分

析

か
ら
、

回
族

ア
イ
デ

ン
テ
ィ

テ

ィ
の
拠
り

所

に

つ
い
て
論

じ

て

い
る
。

西

澤
が

主
張

す

る

よ
う

に
、
近

年

の
中

国

で
は
、
都

市

開
発

に

よ

り
回
族

の

コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ
が
解

体

の
危
機

を
迎

え

て
お
り
、

ま

た
伝
統

的

に

は
、
回

族

と

い
う

ア
イ

デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
を
支

え

て
き
た

の
は
西

ア

ジ

ア

の
出
身

と

い
う

民
族
性

と

イ

ス
ラ

ー

ム
教

徒

で
あ

る
と

い
う
宗

教
性

で
あ

っ
た

が
、
地

域

に

よ

っ
て

は
、

回

族

が

こ

れ

ら

を

ア
イ

デ

ン

テ

ィ
テ
ィ

の
拠

り

所
と

す

る

の
は
難

し
く

な

っ

て

い
る
。
西
澤

の
指

摘

に

よ
る
と

、

そ

こ
で
新

た

な

ア
イ
デ

ン
テ
ィ

テ

ィ
の
拠

り

所
と

な

っ
た

の
が
中
華

民
族

の

一
員

で
あ

る
と

い
う

戸
籍

上

の
身

分

で
あ

り
、

そ

の
意

味

で
、

回
族

に
関

し

て
は
多

元

一
体

論

の
モ
デ

ル
と
す

で
に
親
和

性

を

も

っ
て
い
る

の
だ
と

い
う

。

　

西
澤

の
事
例

と

同
様

、
松

岡
論
文

が
対
象

と

す

る
チ

ャ
ン
族

も
、

中
華

民

族

の

一
員

と

し

て

の
位

置

を
獲
得

し
始

め
て

い
る
。

た
だ

し
、

松

岡
論

文

で
示

さ
れ

て

い
る
中
華

民
族

文
化

の

一

系
統

の
チ

ャ

ン
族
文

化

は
、

外
部

に

よ

っ
て
押

し
付

け

ら
れ

た
紋

切
型

の
モ
デ

ル

で
あ

る
。

松

岡

は
、
震

災
後

の
四
川
省

波

川
県

で
、

チ

ャ

ン

族

が
夏

王
朝

の
始
祖

で
あ

る
大
萬

の
子

孫

で
あ

る

こ
と

が
主
張

さ

れ
、

こ
の
見
解

に
基

づ
き

都

市
建

設

が
進

め
ら

れ

て
き
た
事

実

を
指
摘

し

て

い

る
。

さ

ら

に
、

学

者

は
、

チ

ャ

ン

(莞

)

族

と

大

禺

(
漢

)

を

結

び

つ
け

た
莞

禺

文

化

を

「科
学

的
」

に
提

示

し
、

開
発

の
前

提
と

し

て
き
た

が
、

こ
の
文

化

は
、

一
部

の
地

域
を

モ

デ

ル
に
し

て

い
た

た

め
、

多
様

な

チ

ャ

ン
族

文
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化
と
齪
酷
を
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
指

摘
す
る
。
松
岡
論
文
は
、
多
元

一
体
論
の
枠
組

み
に
お
け
る

「政
治
文
化
」
の
創
出
だ
け
で
な

く
、
そ
の
枠
組
み
か
ら
漏
れ
る
多
様
な

「生
活

文
化
」
の
存
在
も
提
示
し
て
い
る
点
で
示
唆
的

で
あ
る
。

　
本
書
は
、
こ
の
よ
う
に
多
元

一
体
論
を
文
化

人
類
学
や
民
族
学
の
観
点
か
ら
継
承

・
発
展
さ

せ
る
こ
と
で
、
中
国
社
会
を
解
読
す
る
視
点
を

提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
各
章
を
見
れ

ぼ
分
か
る
よ
う
に
、
本
書
の
議
論
は
、
単
に
費

孝
通
の
議
論
を
解
題
し
消
化
す
る
も
の
で
は
な

く
、
各
々
の
論
文
が
、
多
元

一
体
論
を
手
掛
か

り
と
し
て
、
中
国
の
民
族
や
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の

研
究
を
進
め
て
い
る
。

　
本
書

の
議
論
は
、
中
国
民
族
の
諸
研
究
に
多

く
の
啓
発
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
が
、
と
り

わ
け
漢
族
を
め
ぐ
る
民
族
誌
的
な
事
例
と
考
察

が
豊
富
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
漢
族
研

究
者
に
は
必
読
の

一
冊
と
な
っ
て
い
る
。
本
書

で
は
、
基
本
的
に
費
孝
通
の
漢
族
観
を
引
き
継

ぎ
、
漢
族
と
少
数
民
族
の
融
合
や
文
化
が
中
華

民
族
を
創
り
あ
げ
て
き
た
側
面
を
、
具
体
例
を

も
っ
て
示
し
て
い
る
。
今
後
は
、
多
元

一
体
論

の
漢

族
観

を
再

検
討

し
漢

族
/

少
数

民

族
間

の

関
係

性

を
捉

え
直

し

て

い
く
研

究

が
必

要

に
な

る

か
も

し
れ

な

い
が
、

こ
う

し
た
漢

族

研
究

の

進
展

を
見

据

え

て

い
く
際

に
も
、
本

書

の
貢

献

は
無

視

で
き

な

い
。

他
方

で
、
本
書

が
提

示

し

た
事

例

と
考
察

は
、

中
華

民
族

(文

化

)

へ
の

統
合

を
解

読

す

る
研

究

を
深

め

て

い
く

際
、

少

な

く
と

も
以
下

の
二
点

に

お

い
て
貴
重

な
糸

口

を
与

え

て
く

れ

る
だ

ろ
う
。

　
第

一
に
、
本

書

で
は
、
自

覚
的

民
族

実
体

と

し

て
の
中

華

民
族

の
成

立
を

、

一
九
世

紀

か
ら

丹
念

に
追

っ
て
お
り
、

民
国

期

以
前

の
近
代

中

国

に

お

い
て
、
中

華
民
族

の
あ

り
方

が
現
代

と

は
異

な

る

「萌

芽

的
」

な
段

階

に
あ

っ
た

こ
と

を

示

し

て
い

る
。

し

か
し
他

方

で
、

そ
れ

が
現

代

に
ま

で
連

続
的

で
あ

る
側

面

も
示
唆

し

て

お

り

、
中

華
民

族

の
創
出

の
議

論

に
、
清

末

・
民

国

期

へ
の
考

察

が
欠

か
せ

な

い
こ
と

を
教

え

て

く

れ

る
。

　
第

二
に
、

現
代

に

お
け

る
中
華

民
族

の
創

出

に
は
、
各

民

族

に
よ

る
差
異

が

見
受

け
ら

れ

る

が
、
国

家

に
よ

り
認
定

さ
れ
た

五
六

の
民

族

の

下

位

に
、

さ
ら

に
多
様

な

エ
ス

ニ
シ
テ

ィ
集
団

が
カ

テ
ゴ

リ
ー
化

さ

れ
始

め

て

い
る

こ
と

が
分

か

る
。

特

に
、

チ

ャ

ン
族

の
事
例

に
お

い

て
は

中

華

民
族

の
枠
組

み

の
な

か

で
、

チ

ャ
ン
族

文

化

が

「科
学

」

の
言
説

を
通

し

て
再

生
産

さ
れ

て
お

り
、

そ
れ

が
現
地

の
社

会
形

成

や
景
観

建

設

な

ど

に
大

き

な
影
響

を

及
ぼ

す
よ

う

に
な

っ

て

い
る
。

　

こ
う
し

た
中
華

民
族

の
創

造

の
あ

り
方

は
、

例

え
ぼ

、
筆

者

が
調
査

対

象

と
す

る
広
東

省

の

漢

族

の
事
例

に
も
適

用
す

る

こ
と

が
可
能

で
あ

る
。
.
ま
ず

、
広
東

省

の
漢

族

は

一
般

的

に
、
広

府

人
、

潮

汕

人
、

客

家

の

三

系

統

に
区

分

さ

れ
、

い
ず

れ

も
中

華

民

族

を

構

成

す

る

エ

ス

ニ

ッ
ク
集

団

で
あ

る
と

み
な

さ
れ

て

い
る
。

こ

の
三

つ
の

エ
ス

ニ
ッ
ク
集

団

は
、
清

末

か
ら
民

国
期

に

か
け

て
民
族

実
体

と

し

て
成

立

す

る
よ

う

に
な

り
、

さ
ら

に

一
九

九
〇

年
代

以
降

、
科

学
言

説

に
よ
り

、
広

府
文

化
、

潮
汕

文
化

、
客

家
文

化

と

い
う

固
定

的
な

「政

治
文

化
」

が
提

示

さ
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
。

ま
た
、

こ
れ
ら

の

文
化

は
、

チ

ャ

ン
族

文
化

の
事

例

と
同

じ
く
、

や

は

り

一
部

の
地

区

を

全

体

化

す

る

も

の
で

あ

っ
た

の
で
、

住

民

の
多

様

な

「生

活
文

化

」

と

乖

離

す

る

よ

う

に

な

っ
て

い

る

[
内
碧

巴

N
O
お
]
。

こ

の
よ

う

に
、

本

書

は
、

中

華

民
族
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お
よ
び

そ

の
文
化

の
ポ

リ

テ

ィ
ク

ス
を
解
読

す

る

い
く

つ
か

の

モ
デ

ル

・
ケ
ー

ス
を
提

示

し

て

く
れ

て

い
る
点

で
、
非

常

に
示
唆

的

で
あ

る
と

言

え

る
。

　

さ

ら

に
、
本
書

は
、
中
華

民
族

の
多

様
性

の

文

法

を
理
解

す

る
助

け
と

な

る
だ
け

で
な

く
、

費

孝
通

の
多

元

一
体
論

を

よ
り

抽
象

化

し

て
理

解

を
促

す

手
掛

か
り

を
与

え

て

い
る
。
人

類
学

一
般

に

お

い
て
、
中

国
研
究

は
他
地

域

と

の
対

話

に
欠

け

る
傾
向

に
あ

る
た

め
、
他

地
域

の
研

究

者

に

は

理

解

し

づ

ら

い
概

念

や

理

論

が
多

い
。

そ

の
た

め
、
本
来

な

ら
ば

地
域

を
超

え

た

貢

献

が

で
き

る
可
能
性

を

秘

め

て
い
な

が
ら
、

他
地

域

の
研
究

者
、

ひ
い

て
は
中
国

研
究

を
志

す
研

究
者

に

さ
え
、

そ

の
意
義

が

理
解

し

に
く

い
こ
と
も

あ

る
。

そ

の
な
か

で
、
本

書

は
、
多

元

一
体

論

と

い
う

中

国

研

究

に
閉

じ

た
議

論

を
、

現
代

人
類

学

の
観
点

か
ら

再
検

討

を
加

え

た
う

え

で

「翻

訳
」

し

て

い
る
点

で
、
重

要

な

意
義

を
も

っ
て

い
る
と
言

え

る
だ

ろ
う
。

今
、

中

国

の
人

類
学

的
研

究

で
使

わ
れ

て

い
る

い
く

つ
か

の
用

語

は
、

そ

の
意

義

を
よ

り
抽

象
化

し

て
説

明

す

る
よ
う

「翻

訳
」

さ
れ

る
必

要

が
あ

る
。
今
後

、

中
国

社
会

の
人

類
学

的
研

究

に
従

事
す
る
我
々
若
手
研
究
者
は
、
中
国

「特
有
」

の
用
語
や
理
論
を

「翻
訳
」
し
、
そ
れ
を
他
地

域
の
研
究
に
投
げ
か
け
て
い
く
作
業
が
求
め
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
本
書
は
こ
う
し
た
方
向
性

の
先
駆
的
な
業
績
と
な
り
う
る
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
。
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